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１．は じ め に

訓練生は，建築や内装関係の技能や技術を身につ

け再就職をしたいとの強い意欲を持っております

が，全く初めての職種分野ということもあって専門

用語や部材名，図面の表現や読み方など「立体的な

姿・形」にイメージとして結びつかず戸惑っている

ことがあります。

そのために教科書，図面，各作業などを通して

個々の知識を吸収するだけでなく，最初に見て・触

って全体を把握・理解をしてそこから訓練を展開し

ます。そこで，実学一体のユニットシートを補完す

るモノとして，下記のシステム・ユニット訓練を実

施するために「建築構造模型と図面集」をテーマに

した教材を作成しました。

住宅サービス科の訓練概要は，

①　床組作業（大工用工具や機械の取り扱いと土台

組他）

②　小屋組作業（小屋組部材の墨付け・加工・組立

他）

③　軸組作業（柱や開口部各部材墨付け・加工・組

立他）

④　改修基本作業（木工具や機械取り扱いと家具建

具他）

⑤　改修工事作業（床・壁・天井の改修工事と仕上

げ）

⑥　内装作業（壁装・床仕上げ・建具の表装など）

の各システムを４月から３ヵ月ごとに年４回の６ヵ

月訓練を実施しています。

２．作成教材の概要

これまで，実教出版社発行「建築製図三訂版」に

掲載されている「建築製図例３－木造２階建て専用

住宅」の構造模型を作成して活用しておりましたが，

１階の屋根と２階壁面との取り合いはこの模型で学

習することとして，平面プランが違うと構造部材の

配置はどのように変化するのかを比較できるよう，

新たな専用住宅の構造模型を作成しました。

この教材は，狭隘な敷地に建築する場合によく採

用されるベランダを配した総２階建てのプランで，

「システム・ユニット訓練補助教材・床組・軸組・

小屋組課題図面集」と，それに基づいた実物大の

「１/６縮尺構造模型」ならびに組み立て解体ができ

る「１/３縮尺構造模型」としました。

当科のシステム・ユニット訓練の，床組作業－

HS－103，小屋組作業－HS－105，軸組施工作業－HS－

104，改修工事作業－HS－108の各システムにおいて，

それぞれのユニットを展開する中で図面と模型を一

体的に関連づけて学習できるよう，システム・ユニ

ット訓練の補助教材として利用しています。

３．図面集について

通常の建築工事用図面には，最低限必要な図面と，

できればあったほうがよい図面，工事施工者用の詳

細図や施工図などがあります。

それら図面の種類や表現法と，どのような読み方

をするのか，今後建築に携わるであろう訓練生にと

って，ぜひ知ってほしい要素だと思っています。
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4 技能と技術

加えて，通常の建築工事では作図しませんが，ユ

ニットで必要な板図，初体験の訓練生が目で見てわ

かる完成図や継手・仕口詳細図，隅木関係詳細図な

どの図面集を作成しました。

３.１　通常の建築工事用図面

建築プランに特別な特徴を持たせておりませんが

図１のようにごく一般的なものを例題に，建築図面

の学習のため一連の，設計概要書，外部仕上げ表，

内部仕上げ表，案内図（付近見取り図），面積表，配

置図・排水系統図，１階・２階平面図，立面図，アイ

ソメ図，鳥瞰図，基礎伏せ図，布基礎・独立基礎・

束石・犬走り断面図，１階２階床伏図，小屋伏図，

屋根野地伏図，矩計図，断面図，和室・居間・台所

食堂展開図，軸組図，ポーチ・玄関床断面詳細図，

浴室床断面詳細図，布基礎配筋図，ベランダ床組断

面詳細図の関係各図面（14ページ）を作成しました。

実際の建築用図面として提示し，実感を持って学

習できるようＡ２判やＡ１判とすべきですが，コピ

ー機の関係でＡ３判にして配布活用しています。

３.２　ユニット用の図面

システム・ユニット訓練で必要な要素を前記の各

図面をもとに１階板図，２階床組板図，２階小屋組

板図を作成。立体的な表現をした土台，２階床梁，

２階小屋組（図２），母屋・棟木，小屋束，隅木・

垂木，１階柱，２階柱の各組立完成図をアイソメ図

で作成しました。

また，この建物に実際に使用される土台用継手・

仕口，２階床組用継手・仕口，２階小屋組用継手・

仕口について各部の寸法を記入した姿図（透視図）

（17ページ）などを作成しました。

３.３　ユニット外の図面

システム・ユニット訓練では寄せ棟屋根の構造を

対象にしていませんが，訓練生が就職先との関連で

希望する場合，在所中や就職後に活用できるよう隅

木に関した桁の隅木落掛り，棟木の隅木仕掛り，母

図１　図面集　１階平面図

図２　図面集　２階小屋組（組立完成図の一部分）

図３　図面集　棟木の隅木仕掛り（墨付け展開図の一部分）

図４　図面集　棟木の隅木仕掛り（加工姿図の一部分）
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屋の隅木落掛り，隅木加工全体図，隅木の桁仕掛り，

隅木の棟木仕掛り，隅木の母屋仕掛り，小屋束の隅

木用重ねホゾ差し，配付垂木，鼻隠し・広木舞につ

いて各部の寸法と墨付け手順を含めた展開図（図３）

や姿図（図４）の各詳細図（10ページ）を作成しま

した。

本図面集のほとんどをJW SoftwareClub発行の

JW CADで，一部分をジャストシステム社製花子

Ｖ３で作図しました。

４．１/６縮尺建築構造模型

前述の図面集に基づいて，各骨組み部材の構成を

比較しながら理解できるよう，各部材の寸法や間隔

および配置などを実物大の１/６縮尺で建物全体の

構造模型（写真１）を作成しました。

５．１/３縮尺建築構造模型

展示場所の関係から桁行を半分大にカット（写真

２）しましたが，前述の図面集に基づいて実物大の

１/３縮尺で各構成部材の寸法と継手や仕口を含め

て，実物と同じように（写真３）すべてを１/３に

加工をして，繰り返し組み立て解体ができるように

作成しました。

６．活 用 事 例

システム・ユニット訓練を進める中で当該ユニッ

トに関し，図面集と建築構造模型を比較しながら活

用している一例です。

６.１　床組作業システム（HS-103）の例

①　ユニット名＝床継手（HU-105-510-1）［概要］

土台の鎌継ぎを例に，柱やアンカボルトからの距

離と男木・女木の関係について説明する際，図面集

の土台継手詳細図と１/３構造模型を利用して理解

させる（写真４，図５）。

６.２　小屋組作業システム（HS-105）の例

①　ユニット名＝小屋継手（HU-105-620-1）［概要］

持ち出し継ぎの場合で寸法が異なる部材の継手に

は鎌継ぎとし，同寸法の場合は追掛大栓継ぎとする

ことを図面集の継手詳細図と１/３構造模型を利用

写真１　１/６縮尺建築構造模型の全景

桁行方向＝1,744mm 梁間方向＝1,365mm
軒の高さ＝1,045mm 最高高さ＝1,591mm
使用木材＝赤松

桁行方向＝2,050mm 梁間方向＝2,000mm
軒の高さ＝2,090mm 最高高さ＝3,182mm
使用木材＝米ヒバ

写真２　１/３縮尺建築構造模型の全景

写真３　１/３縮尺建築構造模型の仕口と継手
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してよく理解させる（写真５，図６）。

②　ユニット名＝小屋仕口（HU-105-600-1）［概要］

［関連知識］仕口部分の高低差と渡り顎・小屋束

の仕口について図面集の仕口詳細図と１/３構造模

型を利用して理解させる（写真６，図７）。

６.３　軸組作業システム（HS-104）の例

①　ユニット名＝組立（HU-105-420-1）［概要］

図面集の板図をもとに組立の順序を理解させ，安

全のために仮筋交いで倒壊の防止を図ることを１/

３構造模型を利用してよく理解させる（写真７）。

7．訓練への効果

図面を見ながらのモノ作りの経験がない訓練生は，

１枚の１面の図面については説明すれば何とかわか

るものの，その奥行きや高さなど他のページを見開

いて立体的な関係につなげることができません。

そのために，図面の読み方について学習できるよ

う各所に間隔や部材の寸法ならびに部材の高低差寸

法，部材の不足な箇所などを記入させ，不明な部分

写真４　１/３縮尺構造模型（鎌継ぎの例） 図５　図面集　土台用継手・仕口詳細図の一部分

図６　図面集　継手・仕口詳細図の一部分写真５　１/３縮尺構造模型（鎌継ぎの例）

写真６　渡り顎掛け 図７　小屋組仕口詳細図

渡り顎掛け「りニ」の場合

写真７　１/３縮尺構造模型（組立の例）
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は「１/６・１/３縮尺構造模型」と比較することで，

建物の各部材や全体構造を立体的なイメージに掌握

させて理解させることができました。

また，「１/３縮尺構造模型」では継手・仕口や各部

の寸法を正確に作成したので，１本の部材を細部ま

で実物と同じように体感できるため，各システム・

ユニットの要素作業は建物全体のどの部分に当ては

まるのか作業の前に関連した仕上がり像を提示し，

より理解を深めた訓練を進めることができました。

その他，パソコンを操作できることが必須になっ

ている現在にあって，就職機会と技能の幅を広げる

ため，希望する訓練生を対象に訓練時間外に，自作

教材のJW CAD操作用テキストを利用して，本図

面集の建物を題材に平面図・立面図・２.５Dアイソ

メ図の製図を行って，CADに関する就職実績にも

つなげることができました。

８．お わ り に

建築に限らずすべてに当てはまることですが，モ

ノ作りをするには，企画立案をし，図面で表現し，

それを読み取って，作業段取り，墨付け，加工，組

立・取り付けの各工程を経て完成に至ります。

システム・ユニット訓練のテキストでは，関係す

る部分が細部にわたって記述されていますが，実際

の図面を例題に模型を常時展示し「読む」「見る」

「触れる」「解す」「組む」ことによって，システ

ム・ユニット訓練を補完し，一連の工程を通して建

築に関する理解を得られるようにとの主旨でこの教

材を作成しました。

今回は骨組みを対象にしましたが，今後開口部の

各部分や階段回りなど，仕上げに関した肉付けをし

なければと思っています。

表１　床組・小屋組・軸組・改修工事の各システム・ユニット訓練を補完する建築構造模型と図面集の活用事例一覧

１．床組作業システム（HS-103） 

床伏図，継手詳細図，1/6・1/3構
造模型  
基礎伏図１階板図･土台組立完成
図，仕口詳細図，1/6構造模型 
 
 

 
小屋伏図，継手詳細図，1/6・1/3
構造模型 
 
小屋伏図，小屋板図，仕口詳細図 
矩計図，1/6・1/3構造模型 
小屋伏図，１階・２階床伏図，
1/6構造模型 
小屋伏図，小屋組組立完成図，小屋
組仕口詳細図，1/6・1/3構造模型 
小屋板図，小屋組組立完成図，
1/3構造模型 
1/3構造模型 
 
 

 
図面集の設計概要書～２階柱完成
図，1/6構造模型 
 
１・２階床伏図～２階柱完成図，
1/3構造模型 
 
１階板図，２階板図，1/3構造模
型 
１･２階板図，小屋板図，1/3構造
模型 
平面図，軸組図，矩計図，1/6構
造模型 

 
平面図，床伏図，1/6構造模型 
 
矩計図，1/6構造模型 
 
矩計図，軸組図，1/6構造模型 

［概要］１階床組と２階床組を構成する各部材の名称とその方向や間隔・配置等を理解させる。土台の鎌
継ぎを例に，柱やアンカボルト側を男木とし，150mm内外を胴突きとすることをよく理解させる。 
［概要］布基礎を連結させる必要がある箇所と連結しなくともよい箇所があることを理解させる。布基礎
がない部分でも土台を配置する必要箇所があること。その場合，約900間隔で床束が必要なことを理解さ
せる。土台の交差点で優先にする通りは，組立の順番を想定したものであることを説明し，仕口の男木側
と女木側の勝手の概念を理解させる。 

 
［概要］小屋組を構成する各部材名称とその方向や間隔・配置等を理解させる。持ち出し継ぎの場合で寸
法が異なる部材の継手は鎌継ぎとし，同寸法の場合は追掛大栓継ぎとし，支持材の芯から150mm内外を男
木あるいは上木の頭とすることをよく理解させる。 
［概要］［関連知識］小屋組用の桁・梁・中引き・頭押し等横架材の慣例による一般的な寸法と力桁の使
い方，仕口部分の高低差と仕口の種類，小屋峠・母屋峠等屋根勾配の構成基準について理解させる。 
［火打ち梁］［関連知識］火打ち土台を含めた火打ち用材の使用目的と配置する箇所についてよく理解さ
せる。木製の火打ち梁とJAS認定の火打ち金物や火打ち土台の部材の種類についてよく理解させる。 
［関連知識］丸太梁（平落小屋梁）の峠墨決定についてはその曲がり具合と，桁・垂木・飛び梁・小屋束
・一の母屋等の仕口に関連する部材と屋根勾配が関係することを理解させる。 
［墨付け準備］図面を読む・番付けを書く等の要素作業の際に，番付け用文字の書き方によって部材の向
き勝手が全く違うことの重要性をよく理解させる。 
［概要］胴突きがぴったり合わないと部材間の寸法が正確でないこと，強度が低下することを例に，継手
や仕口の加工の際に，隙間を空ける・隙間がなく抵抗なく入る・叩いて入れる部分があることをよく理解
させる。 

 
［平面図］［小屋伏図］［番付け］建築用図面の種類と表現および読み方について理解させるため，間隔
寸法・部材寸法・不足部材・番付けなど図面の未記入箇所に解答をさせる。図面で理解しにくい部分は，
構造模型と照合しながら理解させる。 
［桁・梁を書く］［胴縁を割り付ける］高さに関係する間隔寸法・部材寸法などの読み方について理解さ
せるため，未記入にしておいた図面の箇所に解答をさせる。図面だけで理解しにくい部分は，構造模型と
照合しながら理解させる。 
［概要］柱の下部の字尻面に番付けを書くことと，字尻・字頭・右・左の番付け勝手，縦番通り・横番通
り，２階の部材には と書き入れることなどを改めてよく理解させる。  
［概要］各板図を参考に組立の順序を理解させる。安全のために仮筋交いを掛け，倒壊の防止をすること
をよく理解させる。 
［概要］開口部には両面大壁，片面大壁・片面真壁があり，窓台・マグサの下地材や敷居・鴨居の仕上げ
部材で納める箇所があることを理解させる。 

 
［概要］束建て床組を構成する各部材の寸法と間隔や配置は，仕上げ材の種類によって若干の違いがある
ことをよく理解させる。 
［概要］天井の最高高さは，横架材の下端と天井下地材上端の納まりの関係によることを理解させる。垂
木や２階床根太に釣木を取り付けない理由と，釣木受けの配置について理解させる。 
［概要］胴縁を取り付ける際に関係する下地材や仕上げ材の各部材名をよく理解させる。 

 

HU-105-510-1 
床継手 
HU105-521-1 
床仕口１ 
 
 

 
HU-105-620-1  
小屋継手 
 
HU105-600-1 
小屋仕口 
HU105-613-1 
火打ち梁 
HU105-614-2 
小屋組作業４ 
HU105-615-2 
小屋組作業５ 
HU105-615-1 
部材刻み 
 

 
HU105-330-1 
板図作成 
 
HU105-340-1 
矩計作成 
 
HU105-300-1 
墨付け 
HU105-420-1 
組立 
HU105-800-1 
造作材取り付け 

 
HU107-020-1 
床改修作業 
HU107-010-1 
天井改修作業 
HU107-030-1 
壁改修作業 

対　象　教　材 システム・ユニットの細目と活用事例 ユニット番号・名称 

２．小屋組作業システム（HS-10５） 

３．軸組作業システム（HS-104） 

４．改修工事作業システム（HS-109） 
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